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平成２３年３月２日(１)   

開議 １０時００分 

○議長 秋成茂信君 

 皆さん、おはようございます。 

只今の出席議員は１７名であります。それでは、これより、平成２３年第１回豊前市議会

定例会を開会し、本日の会議を開きます。 

日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今定例会の会期は、議会運営委員会の協議のとおり、本日から３月２

２日までの２１日間といたします。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

ご異議なしと認めます。よって、会期は２１日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、５番今本文徳議員、

１２番中村勇希議員を指名いたします。 

日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、平成２２年１１月から本年１月分までの出納例月検査の報告がありました。 

各報告書については、事務局に保管していますので、ご了承願います。 

 日程第４ 議案の上程を行います。提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から議案２５件が提出されております。これを一括上程し、議題とい

たします。 

それでは、市長より提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成２３年第１回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、公私ご多用のところご臨席を賜り誠にありがとうございます。 

厚くお礼を申し上げます。 

本議会は、平成２３年度の市政運営の基本となる当初予算をはじめ多くの重要案件につ

いて、ご審議をお願いするものでありますが、議案の説明に先立ちまして、今後の行政課

題等、市政に関する私の所信の一端を申し述べ、議員並びに市民の皆様方のご理解と、一

層のご協力を賜りたいと存じます。 

平成２２年度を振り返りますと、これまで取り組んでまいりました行財政改革が、目標

を上回る成果をあげたこと、固定資産税率の引き下げ条例を可決頂いたこと、また、図書

館、埋蔵文化財センター、多目的文化交流センターが、旧築上北高校跡地に開館し、京築

神楽と食の祭典には、市内外から多くの方にお越し頂きましたことなど、豊前市が大きく

飛躍するための１年でございました。ひとえに市民の皆様、議員の皆様の市政へのご理解、

ご協力の賜物と感謝を申し上げます。  
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さて、我が国経済は、リーマンショック後の経済危機を克服し、外需や政策の需要創出・

雇用下支え効果により、持ち直してきておりますが、政府は、景気下振れリスクに先手を

打って対応するため、予備費の活用や、円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策を策

定し、平成２２年度補正予算が編成されております。 

これら経済対策の着実な推進を図るとともに、平成２３年度予算により切れ目なくつな

ぎ、新成長戦略が目指すデフレ脱却と、雇用を基調とした経済成長の実現を確かなものと

していくこととしております。 

 しかしながら、国債の発行額が税収を上回るという、異例な予算編成が２年続いている

など、財政運営は、もはや困難なものとなっております。 

地方財政については、企業収益の回復により、地方税収入や、地方交付税の原資となる

国税収入が増加する一方、社会保障関連費の自然増や、公債費が高い水準で推移すること

等により、公務員の削減や給与の見直し等の反映に伴い、人件費が大幅に減尐しても、な

お依然として大幅な財源不足が生じるものと見込まれております。 

当市におきましても、極めて厳しい経済情勢に加え、急激な改革や変化の波が押し寄せ

るなど、まさに大きな変革の時代を迎えております。 

国・地方を通じた厳しい財政環境や、地方分権改革の動向に適切に対応しつつ、市民の

豊かな生活を念頭に、安全で安心できる地域社会を築いていくためには、地域自らが創意

工夫をし進路を定め、自らの町を築いていく必要があります。 

本年度は、こうした厳しい現状を踏まえ、豊前市の将来をしっかり見据え、市民の皆様

と一緒になって、まちづくりを前進させてまいりたいと考えております。 

 また、変革の時代の未来を切り開く絶好の機会ととらえ、地域の魅力と活力を高め、市

民皆様が安心して暮らし、次の世代に誇りを持って豊かな豊前を引き続いていけるよう、

全力を傾注してまいる所存であります。 

 私は、こうした基本認識に立ち、本年度の市政推進に３つの重要課題を掲げ、積極的な

取り組みを進めてまいります。 

 最初に、規律ある行財政運営の推進について申し上げます。 

財政運営につきましては、集中改革プランを実行し、不断の行財政改革を進めてきた結果、

平成２１年度決算では、市債残高を縮減し、財政調整基金等を維持することができました。 

また、その成果により、今年度から前回の市長選挙で皆様にお約束いたしました固定資

産税の減税を実施いたします。引き下げ幅は０．１ポイントで１．５％となり、都市計画

税を含めると県下でも低いほうとなります。これにより、税金が高いというイメージを払

拭できると思います。 

更に、厳しい財政状況が予想されることから、引き続き行財政改革に取り組んでまいり

ます。収支の均衡を図り、市民福祉の向上と、将来世代への責任を同時に果たすことを基

本に、職員の知恵を結集して歳入の確保、人件費の削減、債務・資産改革、民間活力の導
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入、地域協働等により、自立・持続可能な行財政基盤の確立を目指してまいります。 

 ２点目は、旧築上北高等学校跡地整備と、中心市街地の活性化についてであります。 

旧築上北高校跡地につきましては、文化ゾーンの整備が終わり、本年度から商業ゾーンと

医療・健康ゾーンの整備に取り組んでまいります。 

商業ゾーンにつきましては、昨年、公募により、商業施設大和リースの進出が決定して

おり、今年度の開業を目指してまいります。 

 医療・健康ゾーンにつきましては、地域医療再生計画に基づき仮称ではありますが、豊

前築上医師会により、豊築メディカルセンターが着工されます。市では、隣接する向原池

を含めた周辺の公園化を図るとともに、市バスの乗り入れを検討し、交通弱者の利便性を

高めてまいります。 

旧築上北高校跡地に様々な都市機能を集約し、コンパクトで賑わいのある中心市街地を

創造してまいります。それぞれのゾーンが融合し、シナジー効果が発揮できるよう市民・

企業・行政が協働し、賑わい創出に向けた施策を展開してまいりたいと考えております。 

 ３点目は、企業誘致と工業用地の確保についてであります。 

北部九州の自動車の生産台数は、リーマンショック後の世界的な需要減退から回復し、平

成２２年度は１１３万台と、２年ぶりに１００万台を回復しております。 

また、国内外の生産体制の見直しを強力に進めております日産自動車が、コスト競争力

を高めるため、九州工場の分社化を発表いたしました。北部九州はアジア地域に近く、周

辺にコスト競争力の中で、特に地理的優位性を持った部品メーカーが集積することから、

今後、自動車各社は、北部九州に生産施設をシフトしてくるものと思われ、既にその動き

が出ております。 

これまで凍結しておりました東部工業団地の拡張事業に取り組むとともに、市内で立地

可能な用地すべてに企業誘致が進むよう、全力を尽くしていこうと思います。 

 次に、本年度の主要施策と、その取り組みについて申し上げます。 

まず、安心・安全のまちづくりについてであります。地震・台風などの自然災害や子ども

を狙った事件、また、健康被害や火災の発生など、市民生活を脅かす様々な危機に対する

不安が強まっております。喫緊の課題となっております防災無線の整備につきましては、

平成２５年度の構築を目指し、調査検討を進めてまいります。 

 防犯対策では、市民団体・警察など関係機関との連携・協力のもとで、防犯対策・交通

安全等に取り組み、一層安全なまちづくりに努めます。本年度は、防犯パトロール車を配

置し、市民ボランティアの皆様と協働し、防犯パトロール事業を実施します。 

消費者問題につきましては、引き続き消費者生活相談事業により、消費者に対する啓発

と情報提供を強化してまいります。また、就労支援員の配置や弁護士による無料法律相談

事業の実施、男女共同参画等各種相談事業の充実を図ります。 

 次に、健康・福祉の充実についてであります。子育て支援につきましは、安心して子ど
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もを生み育てることができるよう、子育て支援センター｢たけのこ｣を中心に育児サークル

の支援・育成・育児講座・悩み相談など様々な支援に取り組んでまいります。 

また、乳幼児全戸訪問事業の実施や、妊婦健康審査の公費助成を継続するとともに、子

ども手当ての拡充、就学前の乳幼児と、中学生までの入院に係る医療費の無料化、インフ

ルエンザ予防接種費用の助成等を引き続き実施することとしております。 

次に、障害者福祉につきましては、障害のある方が地域で安心して生活できる社会を目

指し、関係機関と連携し、自立支援給付サービス相談支援事業の充実に努めるとともに、

地域生活への移行促進や、就労支援等に対応したサービス基盤の整備に取り組んでまいり

ます。 

高齢者福祉・介護保険につきましては、高齢者が住みなれた地域や家庭で、生きがいを

持って生活できるよう自主的な社会活動への参加や、就業機会の確保に向けた取り組みを

進めてまいります。また、高齢者の配食サービス事業の充実や、ＩＣＴを活用した高齢者

の見守り事業を推進するとともに、新設の介護老人福祉施設の整備に対して支援し、介護

保険基盤の充実とサービスの向上を図ってまいります。 

医療・健康につきましては、子宮頸がん等ワクチンの定期接種化が予定されており、対

象年齢層の方に緊急的に無料接種を提供し、予防接種を促進することとしております。 

また、女性特有のがん検診を引き続き無料実施するとともに、定住自立圏の共同事業と

して、圏域の医療ナビ作成事業に取り組んでまいります。 

次に、産業の振興についてであります。農林水産業は、本市の基幹産業であります。 

食育や地産地消を推進し、農林漁業の振興を図ることは、産業の振興のみならず、教育・

自然環境保護・健康増進・観光・国土保全など、幅広い分野に関りを持ち、地域活性化、

豊前市発展を図る上で、すべての基盤となるものと考えております。 

各種野菜などの特産品の振興や、地場産業の消費拡大を図るとともに、旧築上北高校跡

地の商業ゾーンに計画されております地産地消の拠点施設整備の支援をしてまいります。 

 また、生産から加工・流通まで一帯的にとらえ、新たな価値を創出する６次産業化にも

取り組みます。更に、学校給食においても、良質で安心できる地場野菜の安定供給を図る

など、地域で農林・漁業を支える食育・地産地消を推進してまいります。 

 観光につきましては、自然豊かな当市の景観を活用しながら、広域観光のルート化を推

進するとともに、神楽の定期公演化など、文化観光に積極的に取り組みます。 

また、農村民泊や、森林セラピー基地の整備など、森林や農山村の魅力と癒しを活かし

たグリーンツーリズム等、新たな観光資源・産業資源を作り出し、魅力ある観光地づくり

を進めてまいります。 

 商業につきましては、商店等へのまちの駅設置事業に取り組み、出会いと交流を促し、

豊前市の魅力を伝えます。 

また雇用対策として、国のふるさと雇用再生特別基金事業や、緊急雇用創出事業臨時特
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例基金事業を活用し、引き続き新規雇用の創出に努めてまいります。 

次に、都市基盤の整備についてであります。東九州自動車道につきましては、用地買収

等が順調に進み、市内各所で工事が始まっております。引き続き関係者のご理解とご協力

を頂きながら、市といたしましても、１日も早い開通のため全力で取り組んでまいります。

また、国道１０号線からインターチェンジへのアクセス道路となる犀川・豊前線バイパス

の整備促進に取り組みます。 

市内の主要幹線につきましては、街路事業上町・沓川池線の旧図書館までの本年度完成

を目指し、新たに西側に延長してまいります。また、道整備交付金事業により、市内各地

域間を結ぶ道路網の整備を引き続き推進してまいります。宇島駅を南北に結ぶ自由通路に

つきましては、今年度工事に着手し、平成２４年度の完成を目指します。 

また、駅西側に株式会社キョーワが立地することになっており、将来、多くの雇用が見

込まれます。企業立地を支援し、宇島駅周辺の活性化に取り組みます。 

薬師寺地区で進められております宅地造成につきましては、平成２４年度から分譲開始

を目指し、事業を推進してまいります。 

環境への取り組みにつきましては、地球温暖化防止を強く実行していくことが求められ

ており、豊前市地球温暖化対策実行計画に基づき、持続可能な低炭素社会の形成に向けた

取り組みを進めてまいります。引き続き、太陽光発電システム補助金事業を実施するとと

もに、防犯灯のＬＥＤ化に取り組みます。 

次に、教育・文化の充実についてであります。新しい時代を担う子ども達の健全な成長

を願い、学校・家庭・地域が一体となって連携・協力し、礼節を重んじる態度や豊かな人

間性を育むことのできる環境の整備に取り組みます。 

また、新しい学習指導要領のもと、小学校では、新たに外国語授業も始まります。 

引き続き、英語指導助手を派遣して確かな学力向上を図ってまいります。 

学校教育設備につきましては、老朽化をしております八屋小学校の校舎改修に伴う設計

費を計上しております。文化・芸術面におきましては、多目的文化交流センター等を活用

しながら、文化団体など関係団体との連携のもと、神楽等地域の伝統文化の伝承・発展に

努めるとともに、多様化する文化・芸術活動の振興を図ってまいります。 

 最後に、広域連携については、引き続き定住自立圏構想と京築連帯アメニティー都市圏

構想の推進を図ってまいります。県境の地域にあって、豊前市の役割をしっかり果たし、

より深く・より強く連携を図りながら、圏域全体の浮揚を目指してまいります。 

 以上、主な事業や施策について、第４次総合計画後期基本計画の実現に向け、その所信

の一端を申し述べさせて頂きました。今後も市民生活の安定と、市政の限りない発展のた

めに職員ともども一丸となって全力を尽くしてまいる所存であります。 

市民の皆様のなお一層のご指導と暖かいご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

続きまして、議案の順序により提案理由の説明を申し上げます。 
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本議会に提案いたしました議案は、条例案件６件、指定管理者の指定案件２件、その他

の案件３件、予算案件１４件の合計２５件であります。 

議案第１号は、豊前市個人情報保護条例の一部改正についてであります。 

条例の効果的で適正な運用の確保を図るとともに、職員の個人情報保護に対する意識向上

を図るため、罰則に関する規定等を整備する案件であります。 

 議案第２号は、豊前市特別会計条例の一部改正についてであります。 

豊前市公共用地先行取得事業特別会計の廃止並びに豊前市工業用地造成事業の円滑な運営

と、その経理の適正化を図るため、地方自治法２０９条第２項の規定により特別会計を設

置する案件であります。 

 議案第３号は、豊前市分担金徴収条例の一部改正についてであります。 

現在の鳥獣被害に対する対策として、受益者から分担金を徴収した上で、市が鳥獣被害対

策事業を推進することにより、総合的に受益者の負担軽減を図るための案件であります。 

 議案第４号は、豊前市国民健康保険税条例の一部改正についてであります。 

近隣自治体の課税状況を勘案し、国民健康保険税の課税方式の見直しを図る案件でありま

す。 

 議案第５号は、豊前市働く婦人の家設置及び管理運営に関する条例の一部改正について

であります。豊前市男女共同参画推進条例の制定に伴い、豊前市働く婦人の家を男女共同

参画推進の活動拠点として、広く市民に対して啓発等を行うため、関係規定を整備する案

件であります。 

 議案第６号は、豊前市情報公開条例の制定についてであります。市等が管理する公文書

の公開について、利用対象者の拡大等による利用者の利便性の向上とともに、市行政の更

なる透明性の向上を図るため、関係規定を整備する案件であります。 

 議案第７号及び議案第８号は、指定管理者の指定についてであります。豊前市まちなか

交流センター及び豊前市立図書館について、指定管理者を指定するに当たり、地方自治法

第２４４条の２第６項の規定により、市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第 9 号は、豊前市道路線の認定についてであります。道路法第８条第１項の規定に

基づき、豊前市道路線を認定するに当たり、同法第８条第２項の規定により、市議会の議

決を求める案件であります。 

 議案第１０号は、豊前市道路線の廃止についてであります。道路法第１０条第１項の規

定に基づき、豊前市道路線を廃止するにあたり、同法第１０条第３項の規定により、市議

会の議決を求める案件であります。 

 議案第１１号は、豊前市道路線の変更についてであります。道路法第１０条第２項の規

定に基づき、豊前市道路線を変更するに当たり、同法第１０条第３項の規定により、市議

会の議決を求める案件であります。 

 議案第１２号は、平成２２年度豊前市一般会計補正予算(第４号)であります。 
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今回の補正につきましては、国の平成２２年度補正予算に対応するものや、職員退職手当

及び本年度決算見込による補正等について、所要の措置をいたしたところであります。 

このことによる補正額は、１億３９４０万４０００円で、補正後の予算総額は１１９億

１２８３万円であります。歳出の目的別補正の概要について、ご説明を申し上げます。 

 ２款総務費に、１億２６２５万７０００円の補正であります。その主なものは、職員退

職手当２７８９万円、市債管理基金積立金１億円を補正するものであります。 

 ３款民生費は、１億５３３万８０００円の減額補正であります。その主なものは、障害

者福祉費２３６０万円、介護保険広域連合負担金２２３２万９０００円、乳幼児・子ども

医療費２９００万円を減額補正するものであります。 

 ４款衛生費は、７３３万１０００円の減額補正であります。その主なものは、合併浄化

槽設置事業補助金５９６万４０００円、京築地区水道企業団出資金５４０万円を減額補正

するものであります。 

 ５款労働費は、専修学校等技能取得資金貸付１４４万円を減額補正するものであります。 

６款農林水産事業費は、４２３９万３０００円の減額補正であります。その主なものは、

広域基幹林道豊築松尾線開設事業２６８０万円、荒廃森林再生事業１３６１万９０００円

をそれぞれ減額し、農産物直売施設建設補助金２５００万円を補正するものであります。 

 7 款商工費は、１５万円の補正であります。その主なものは、観光開発基金積立金７０

万円を補正し、市道六郎１１号線改良事業５５万円を減額するものであります。 

８款土木費は、２１０万円の減額補正であります。その主なものは、道路橋梁総務費３

００万円、上町団地建替事業７００万円を減額し、公園管理費７９０万円を補正するもの

であります。 

９款消防費は、３５２万５０００円の補正であります。その主なものは、防災無線基本

調査委託料を７００万円補正し、消防自動車購入費５４０万円を減額補正するものであり

ます。 

１０款教育費は、１億９９１７万３０００円の補正であります。その主なものは、学校

施設整備基金積立金１億円、総合文化施設整備基金積立金５１００万円、市民球場改修工

事費３０９０万円を補正するものであります。 

１１款災害復旧費は、農林水産施設災害復旧費２７５９万５０００円、土木施設災害復

旧費３２８万４０００円を、それぞれ減額するものであります。 

１２款公債費は、長期債繰上償還元金６５万５０００円を補正し、一時借入金利子８７

万５０００円を減額補正するものであります。この補正予算の財源は、国の予算補正に伴

う地域活性化・きめ細かな交付金・住民生活に光をそそぐ交付金５７０５万８０００円な

ど国庫補助金のほか、一般財源として、地方交付税等をそれぞれ歳入見込により措置した

ところであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 
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議案第１３号は、平成２２年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）で

あります。補正額は１０８０万７０００円で、主に療養給付費国庫負担金返還金によるも

のであります。 

 議案第１４号は、平成２２年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 

(第２号)であります。補正額は９８万１０００円で、長期債繰上償還元金の補正によるも

のであります。 

議案第１５号は、平成２２年度豊前市バス事業特別会計補正予算(第１号)であります。 

補正額は、３０万円の減額補正で使用料の減額によるものであります。 

 議案第１６号は、平成２３年度豊前市一般会計予算であります。その概要について、ご

説明を申し上げます。 

 平成２３年度の予算編成は、経済情勢・地方財政特別対策等を踏まえ、財政の健全化と

市の活性化に資する施策を進めていく一方、一層の徹底した見直しにより、歳出削減を図

るとともに、歳入面では、あらゆる財源確保等を講じ、歳入に見合った歳出を基本に、安

定した市民生活に不可欠な現状サービスの堅持と、効率化に努めたところであります。 

 投資的経費につきましては、宇島駅自由通路等整備事業上町・沓川池線街路事業、薬師

寺宅地造成事業などの継続事業をはじめ、新規事業として斎場火葬炉入替え事業や、北高

校跡地整備事業に伴う向原池整備事業などを措置いたしたところであります。 

このことによる一般会計予算の総額は、１１６億４９６０万円で、対前年度比１億４２

０万円、0．９%の増となっております。この歳入予算は、歳出予算措置に伴う国県支出金

及び市債などの特定財源のほか、一般財源として市税・地方交付税などを予算措置いたし

たところであります。 

以上、歳入・歳出予算の概要について、ご説明申し上げましたが、各細目別につきまし

ては、それぞれ関係委員会において、ご審議をお願いいたします。 

 次に、特別会計について、ご説明を申し上げます。 

議案第１７号は、平成２３年度豊前市国民健康保険事業特別会計予算であります。 

その予算額は３８億１４１９万５０００円で、対前年８７５９万円、２．２％の減でこ

れは医療費の減であります。 

 議案第１８号は、平成２３年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計予算であります。 

予算額は、４億２１9１万９０００円で、対前年２６８６万６０００円、６．０%の減で、

これは後期高齢者医療広域連合納付金の減によるものであります。 

 議案第１９号は、平成２３年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算であります。

予算額は３９９万５０００円で、対前年１８万４０００円、４．４％の減であります。 

これは長期債償還金の減尐によるものであります。 

 議案第２０号は、平成２３年度豊前市営駐車場事業特別会計予算であります。 

予算額は６８０万円で、対前年度同額であります。 
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 議案第２１号は、平成２３年度豊前市バス事業特別会計予算であります。 

予算額は、３６８５万７０００円で、対前年３０８万５０００円、７．７％の減でありま

す。これはバス購入費の減によるものであります。 

 議案第２２号は、平成２３年度豊前市工業用地造成事業特別会計予算であります。 

予算額は、２０６７万５０００円で、本年度新たに設置するものであります。 

開発申請業務委託料等を措置したところであります。 

 議案第２３号は、平成２３年度豊前市水道事業会計予算についてであります。 

当年度の業務予定量は、給水件数７１０２件、年間総給水量１７３万６０００立方メート

ル、１日平均給水量４７５６万立方メートルの予定であります。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益５億１６６４万８０００円で、その

主なものは、営業収益４億５９２２万４０００円であります。支出の費用は、５億１１９

３万６０００円で、その主なものは、営業費用４億７８９８万５０００円を予定しており

ます。実質利益４７１万２０００円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入９８７７万１０００円で、そ

の主なものは、工事負担金３９００万円を見込んでおります。 

支出につきましては、２億１１０６万９０００円で、その主なものは、建設改良費９６

３７万５０００円を予定しております。収入額が支出額に対して不足する額１億１２２9

万８０００円は、減債積立金・過年度分損益勘定留保資金・当年度分損益勘定留保資金で

補填をするものであります。 

 議案第２４号は、平成２３年度豊前市下水道事業特別会計予算についてであります。 

まず、豊前市公共下水道事業について、当年度の業務予定量は、排水件数２６５０件、年

間総処理水量７２万立方メートル、主要な建設改良事業は、管渠布設事業に１億９０９７

万９０００円で、吉木・清水町・沓川地区の面整備及び神明地区浸水対策を予定しており

ます。また、処理場建設事業に１億２０００万円を予定しています。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益４億２５３６万７０００円で、その

主なものは、営業外収益２億９５１４万２０００円であります。支出の費用は、４億８６

５７万７０００円で、その主なものは、営業費用３億９３８２万６０００円を予定してお

り、実質損失６１２１万円となっております。 

次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入２億５６８２万円で、その主

なものは、補助金１億２６００万円を見込んでおります。 

支出につきましては、４億７１８８万１０００円で、その主なものは、建設改良費に３

億１０９８万円を予定しております。 

収入額が支出額に対して不足する額２億１５０６万１０００円は、消費税及び地方消費

税資本的収支調整額、損益勘定留保資金で補填するものであります。 

続いて、豊前市農業集落排水施設事業について、当年度の業務予定量は、排水件数１５
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０件、年間総処理水量５万８０００立方メートルを予定しております。 

第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益２６３６万４０００円で、その主な

ものは、営業外収益２０８３万８０００円であります。支出の費用は３７３２万９０００

円で、その主なものは、営業費用３２１３万円を予定しており、実質損失１０９６万５０

００円となっております。 

次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入２１８万９０００円で、その

主なものは、その他、資本的収入２１８万９０００円を見込んでおります。 

支出につきましては、１２２７万１０００円で、その主なものは、企業債償還金１２２

７万１０００円を予定しております。収入額が支出額に対して不足する額１００８万２０

００円は、損益勘定留保資金で補填をするものであります。 

 議案第２５号は、平成２３年度豊前市東部地区工業用水道事業会計予算についてであり

ます。当年度の業務予定量は、給水事業社数１社、年間総給水量２１万３７５０立方メー

トル、１日最大給水量１８００立方メートルの予定であります。 

第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収入１９１３万４０００円を見込んでお

ります。支出の費用は１９１３万２０００円を予定しており、実質利益は２０００円とな

っております。 

次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入・支出同額で４１９万３００

０円を予定しております。 

以上、提出議案の概要について、ご説明を申し上げましたが、いずれの議案も市政運営

上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、速やかにご

議決くださいますようお願い申し上げまして提案理由の説明を終わります。 

○議長 秋成茂信君 

 以上で、議案の上程及び提案理由の説明を終わります。 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 一般質問は、３月 9 日から１１日までの３日間を予定しております。 

なお、議案に対する質疑は、一般質問最終日に行います。 

一般質問及び議案に対して質問のある方は、本日午後５時までに発言通告書を提出される

ようお願いいたします。 

それでは、本日はこれをもって散会いたします。お疲れ様でした。 

散会 １０時５９分 

 

 


